
高校生 ICT Conference2020  

「新しい生活様式とICT活用法」～行動制限の時代に生きる～ 

 

熟議の発展 

(13:43~)休憩 

(13:52~)自己紹介 

(14:07~) 

・ギガスクールが進んだ前提で、その先に起こりそうな懸念点について考える。 

 

・懸念点①オンライン授業を円滑に進めるため、アプリの使い方について、先生方に研修を

受けてもらう。 

(・しかし、制度化するには非常に時間がかかる。 

・オンライン授業などに使うアプリの種類が多すぎて、先生も生徒も混乱している。 

・Googleクラスルームのチャットで先生やクラスメイトと喋って、コミュニケーションは取

れていた。 

・高齢の先生と若い先生がペアになり、教育とアプリの使い方について教え合う事で皆が使

えるようになる。 

・コロナ禍では、郵送で課題が送られていたので、オンラインで進められた学校が羨まし

い。) 

 

・懸念点②学校と社会性、学習とコミュニケーションの面の２点で話し合っていきたい。 

(・コミュニケーション面もそうだが、学習面でも発達障害の生徒をもっとサポートできる

仕組みを考えたい。) 

 

(懸念点②について解決策などを話し合う時間が足りなかった。) 

 

↓ 

(15:20~) 

懸念点①についての解決策・提言 

政府から高校の先生へ、ギガスクール並びにオンライン授業についてのガイドラインを作っ

てほしい。 

 

(15:30~)スライド作成→(16:05~)発表練習 

→タイムアップ！！ 

>> 

 

 

 


